
 
 
 

令和７年度 

男女共同参画に関する 

市民アンケート（速報値） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▶ 割合はすべて百分率（％）で表し、小数点第２位を四捨五入して算出している。 

そのため、回答割合の合計が 100.0％にならない場合がある。 
▶ 複数回答の設問では、回答者数を割合算出の基礎としているため、各選択肢の割合の 
合計が 100.0％を超える場合がある。 

▶ 属性別の分析については、該当する属性の設問の回答者数をそれぞれの属性の母数とし 
て集計しているため、属性別の回答数の合計が全体の回答数と一致しない場合がある。 

▶ 設問・選択肢の文章を、意味が変わらない程度に簡略化している場合がある。 
 
 
 

令和８年２月 八戸市 総合政策部 市民連携推進課 

資料１－２ 資料１－２ 

●資料における留意点 





回答数 割合 対象者数 回答率

218 40.7% 473 46.1%
304 56.8% 527 57.7%

13 2.4% ― ー
535 100% 1,000

回答数 割合 対象者数 回答率

18～19歳 5 0.9% 13 38.5%
男性 3 7 42.9%
女性 2 6 33.3%
性別無回答 0 ― ―

20～29歳 27 5.0% 90 30.0%
男性 14 48 29.2%
女性 12 42 28.6%
性別無回答 1 ― ―

30～39歳 51 9.5% 112 45.5%
男性 19 57 33.3%
女性 32 55 58.2%
性別無回答 0 ― ―

40～49歳 65 12.1% 150 43.3%
男性 23 75 30.7%
女性 42 75 56.0%
性別無回答 0 ― ―

50～59歳 93 17.4% 177 52.5%

男性 36 89 40.4%
女性 57 88 64.8%
性別無回答 0 ― ―

60～69歳 114 21.3% 161 70.8%
男性 52 76 68.4%
女性 62 85 72.9%
性別無回答 0 ― ―

70～79歳 105 19.6% 174 60.3%
男性 43 79 54.4%
女性 61 95 64.2%
性別無回答 1 ― ―

80歳以上 65 12.1% 123 52.8%
男性 28 42 66.7%
女性 36 81 44.4%
性別無回答 1 ― ―

10 1.9% ― ―
男性 0 ― ―
女性 0 ― ―
性別無回答 10 ― ―

535 100% 1,000

区分

【Ｆ１】 差し支えなければ、あなたの戸籍上の性別をお答えください。

男性

女性

性別無回答

合計

【Ｆ２】 あなたの年齢はどれにあたりますか。

年齢無回答

合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

89 40.8% 71 23.4% 0 0.0% 160 29.9%

34 15.6% 73 24.0% 1 7.7% 108 20.2%

21 9.6% 17 5.6% 1 7.7% 39 7.3%

0 0.0% 13 4.3% 0 0.0% 13 2.4%

2 0.9% 66 21.7% 0 0.0% 68 12.7%

3 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.6%

65 29.8% 59 19.4% 1 7.7% 125 23.4%

2 0.9% 4 1.3% 0 0.0% 6 1.1%

2 0.9% 1 0.3% 10 76.9% 13 2.4%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

136 62.4% 192 63.2% 4 30.8% 332 62.1%

5 2.3% 6 2.0% 0 0.0% 11 2.1%

14 6.4% 23 7.6% 2 15.4% 39 7.3%

3 1.4% 49 16.1% 4 30.8% 56 10.5%

57 26.1% 33 10.9% 2 15.4% 92 17.2%

3 1.4% 1 0.3% 1 7.7% 5 0.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

146 67.0% 244 80.3% 10 76.9% 400 74.8%

69 31.7% 59 19.4% 2 15.4% 130 24.3%

3 1.4% 1 0.3% 1 7.7% 5 0.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

役員を含む、正規の職員・従業員

期間従業員、契約社員、派遣社員を
含む、非正規の職員・従業員

自分で、または共同で事業を営んで
いる自営業主、自由業

家族従業者・家族が営んでいる事業
を手伝っている者

主婦・主夫

学生

【Ｆ３】 あなたの職業は次のどれに当てはまりますか。

男性 女性 無回答 合計

無職

その他

無回答

合計

【Ｆ４】 あなたは結婚していますか。

男性 女性 性別無回答 合計

合計

【Ｆ５】 あなたにはお子さんがいますか。

男性 女性 性別無回答 合計

結婚している

結婚していないが
パートナーと暮らしている

離別

死別

未婚

無回答

いる

いない

無回答

合計
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　（１） 家庭生活

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

8 3.7% 31 10.2% 3 25.0% 42 7.9%

94 43.3% 159 52.3% 4 33.3% 257 48.2%

78 35.9% 59 19.4% 2 16.7% 139 26.1%

15 6.9% 19 6.3% 1 8.3% 35 6.6%

6 2.8% 4 1.3% 1 8.3% 11 2.1%

13 6.0% 24 7.9% 0 0.0% 37 6.9%

3 1.4% 8 2.6% 1 8.3% 12 2.3%

217 100% 304 100% 12 100% 533 100%

　（２）職場

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

12 5.5% 45 14.8% 3 23.1% 60 11.2%

99 45.4% 126 41.4% 3 23.1% 228 42.6%

62 28.4% 59 19.4% 4 30.8% 125 23.4%

20 9.2% 13 4.3% 0 0.0% 33 6.2%

6 2.8% 5 1.6% 0 0.0% 11 2.1%

11 5.0% 39 12.8% 1 7.7% 51 9.5%

8 3.7% 17 5.6% 2 15.4% 27 5.0%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

【問１】 次の（1）から（7）の分野ごとにお答えください。あなたは、それぞれの分野で、男女の地位は
         平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近い番号を選んでください。

男性 女性 性別無回答 合計

性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

無回答

合計

男性 女性

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

合計
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【問１】

　（３）学校教育の場

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 0.5% 7 2.3% 2 15.4% 10 1.9%

25 11.5% 59 19.4% 1 7.7% 85 15.9%

120 55.0% 137 45.1% 2 15.4% 259 48.4%

8 3.7% 9 3.0% 0 0.0% 17 3.2%

2 0.9% 1 0.3% 0 0.0% 3 0.6%

52 23.9% 77 25.3% 6 46.2% 135 25.2%

10 4.6% 14 4.6% 2 15.4% 26 4.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（４）政治の場

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

35 16.1% 100 32.9% 2 15.4% 137 25.6%

109 50.0% 137 45.1% 7 53.8% 253 47.3%

40 18.3% 22 7.2% 1 7.7% 63 11.8%

7 3.2% 3 1.0% 0 0.0% 10 1.9%

2 0.9% 1 0.3% 0 0.0% 3 0.6%

19 8.7% 30 9.9% 2 15.4% 51 9.5%

6 2.8% 11 3.6% 1 7.7% 18 3.4%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（５）法律や制度

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

10 4.6% 35 11.5% 2 15.4% 47 8.8%

64 29.5% 118 38.8% 6 46.2% 188 35.2%

83 38.2% 73 24.0% 3 23.1% 159 29.8%

21 9.7% 11 3.6% 0 0.0% 32 6.0%

7 3.2% 3 1.0% 0 0.0% 10 1.9%

24 11.1% 50 16.4% 1 7.7% 75 14.0%

8 3.7% 14 4.6% 1 7.7% 23 4.3%

217 100% 304 100% 13 100% 534 100%

女性 性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

男性

男性 女性 性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

合計

性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

合計

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

男性 女性

合計
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【問１】

　（６）社会通念・慣習・しきたり

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

26 11.9% 68 22.4% 2 15.4% 96 17.9%

113 51.8% 150 49.3% 4 30.8% 267 49.9%

45 20.6% 33 10.9% 3 23.1% 81 15.1%

10 4.6% 6 2.0% 0 0.0% 16 3.0%

3 1.4% 5 1.6% 1 7.7% 9 1.7%

12 5.5% 30 9.9% 2 15.4% 44 8.2%

9 4.1% 12 3.9% 1 7.7% 22 4.1%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（７）町内会やＰＴＡなどの地域活動の場

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

5 2.3% 17 5.6% 1 7.7% 23 4.3%

62 28.6% 110 36.2% 6 46.2% 178 33.3%

74 34.1% 94 30.9% 2 15.4% 170 31.8%

14 6.5% 6 2.0% 0 0.0% 20 3.7%

3 1.4% 1 0.3% 0 0.0% 4 0.7%

53 24.4% 64 21.1% 3 23.1% 120 22.5%

6 2.8% 12 3.9% 1 7.7% 19 3.6%

217 100% 304 100% 13 100% 534 100%

合計

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

男性 女性 性別無回答

性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

わからない

無回答

合計

男性 女性

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

8 3.7% 28 9.2% 1 7.7% 37 6.9%

130 59.6% 204 67.1% 6 46.2% 340 63.6%

48 22.0% 30 9.9% 3 23.1% 81 15.1%

19 8.7% 8 2.6% 0 0.0% 27 5.0%

5 2.3% 1 0.3% 0 0.0% 6 1.1%

8 3.7% 29 9.5% 2 15.4% 39 7.3%

0 0.0% 4 1.3% 1 7.7% 5 0.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

119 55.3% 185 60.9% 5 38.5% 309 58.1%

63 29.3% 80 26.3% 6 46.2% 149 28.0%

10 4.7% 11 3.6% 0 0.0% 21 3.9%

3 1.4% 4 1.3% 0 0.0% 7 1.3%

1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2%

17 7.9% 20 6.6% 0 0.0% 37 7.0%

2 0.9% 4 1.3% 2 15.4% 8 1.5%

215 100% 304 100% 13 100% 532 100%

性別無回答 合計

男性の方が非常に優遇されている

【問２】 社会全体で見てお答えください。あなたは、男女の地位は平等になっていると思いますか。
　　　　 あなたの気持ちに最も近い番号を選んでください。

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

男性 女性

ア.結婚や出産をしても退職せず、
　 ずっと職業をもつ方がよい

イ.子育ての時期は退職し、その後
　 再び職業をもつ方がよい

ウ.結婚してもこどもができるまでは
　 職業をもち、出産後はもたない方
   がよい

エ.結婚するまでは職業をもつが、
　 結婚後はもたない方がよい

オ.女性は職業をもたない方がよい

カ.わからない

合計

【問３】 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。あなたの考えに最も近い番号
         を選んでください。

男性 女性 性別無回答 合計

無回答

合計
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　（１）男女共同参画社会

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

25 11.5% 23 7.6% 0 0.0% 48 9.0%

86 39.4% 90 29.6% 4 30.8% 180 33.6%

76 34.9% 127 41.8% 8 61.5% 211 39.4%

30 13.8% 55 18.1% 0 0.0% 85 15.9%

1 0.5% 9 3.0% 1 7.7% 11 2.1%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（２）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

34 15.6% 41 13.5% 0 0.0% 75 14.0%

68 31.2% 78 25.7% 5 38.5% 151 28.2%

73 33.5% 109 35.9% 5 38.5% 187 35.0%

39 17.9% 63 20.7% 2 15.4% 104 19.4%

4 1.8% 13 4.3% 1 7.7% 18 3.4%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（３）固定的な性別役割分担意識

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

17 7.8% 14 4.6% 0 0.0% 31 5.8%

53 24.3% 63 20.7% 1 7.7% 117 21.9%

52 23.9% 77 25.3% 7 53.8% 136 25.4%

89 40.8% 137 45.1% 3 23.1% 229 42.8%

7 3.2% 13 4.3% 2 15.4% 22 4.1%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

 （４）アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

15 6.9% 9 3.0% 0 0.0% 24 4.5%

32 14.7% 42 13.8% 2 15.4% 76 14.2%

49 22.5% 63 20.7% 5 38.5% 117 21.9%

118 54.1% 180 59.2% 5 38.5% 303 56.6%

4 1.8% 10 3.3% 1 7.7% 15 2.8%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

【問４】 あなたは、次の（1）から（4）の用語と内容について、どの程度ご存じでしたか。

男性 女性 性別無回答 合計

男性 女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

内容も含めて知っている

内容はある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

聞いたことがない

無回答

合計

男性 女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

内容はある程度知っている

内容はある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

聞いたことがない

無回答

合計

女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

内容はある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

聞いたことがない

無回答

合計

男性

聞いたことがない

無回答

合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

10 4.6% 10 3.3% 0 0.0% 20 3.7%

65 29.8% 64 21.1% 2 15.4% 131 24.5%

65 29.8% 110 36.2% 3 23.1% 178 33.3%

44 20.2% 79 26.0% 3 23.1% 126 23.6%

28 12.8% 39 12.8% 3 23.1% 70 13.1%

6 2.8% 2 0.7% 2 15.4% 10 1.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

12 16.0% 6 8.1% 0 0.0% 18 11.9%

10 13.3% 6 8.1% 0 0.0% 16 10.6%

23 30.7% 22 29.7% 1 50.0% 46 30.5%

44 58.7% 32 43.2% 1 50.0% 77 51.0%

44 58.7% 48 64.9% 1 50.0% 93 61.6%

1 1.3% 3 4.1% 0 0.0% 4 2.6%

75人 74人 2人 151人

 ＜割合の見方の例＞

　問５で「賛成」「どちらかといえば賛成」と答えた男性は75人。
　問６では賛成した理由を聞いており、「ア.日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」を選択した男性
　は12人で、75人のうちの16％にあたる。
　※複数回答可であるため、割合の合計は100％を超えている。

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

無回答

【問５】 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどうお考えですか。

男性 女性 性別無回答 合計

ア.日本の伝統的な家族の在り方だと
　 思うから

イ.自分の両親も役割分担をしていた
　 から

ウ.夫が外で働いた方が、多くの収入
　 を得られると思うから

エ.妻が家庭を守った方が、こどもの
　 成長などにとって良いと思うから

オ.育児・介護・家事と両立しなが
　 ら、妻が働き続けることは大変
　 だと思うから

カ.その他

合計

【問６】 問５で「賛成」「どちらかといえば賛成」と答えた方におうかがいします。
         賛成と思うのはなぜですか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

割合の母数：問５で「賛成」「どちらかと
いえば賛成」と回答した人数
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

36 33.0% 54 28.6% 3 50.0% 93 30.6%

13 11.9% 27 14.3% 1 16.7% 41 13.5%

48 44.0% 76 40.2% 4 66.7% 128 42.1%

38 34.9% 45 23.8% 0 0.0% 83 27.3%

21 19.3% 40 21.2% 0 0.0% 61 20.1%

67 61.5% 134 70.9% 4 66.7% 205 67.4%

12 11.0% 12 6.3% 0 0.0% 24 7.9%

109人 189人 6人 304人

ア.男女平等に反すると思うから

イ.自分の両親も外で働いていたから

ウ.夫も妻も働いた方が、多くの収入
　 が得られると思うから

エ.妻が働いて能力を発揮した方が、
　 個人や社会にとって良いと思う
   から

オ.育児・介護・家事と両立しなが
　 ら、妻が働き続けることは可能
   だと思うから

カ.固定的な夫と妻の役割分担の意識
　 を押し付けるべきではないから

【問７】 問５で「どちらかといえば反対」「反対」と答えた方におうかがいします。
         反対だと思うのはなぜですか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.その他

割合の母数：問５で「反対」「どちらかと
　　　　　　いえば反対」と回答した人数
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

94 43.1% 182 59.9% 6 46.2% 282 52.7%

38 17.4% 66 21.7% 2 15.4% 106 19.8%

125 57.3% 199 65.5% 7 53.8% 331 61.9%

72 33.0% 163 53.6% 4 30.8% 239 44.7%

94 43.1% 127 41.8% 2 15.4% 223 41.7%

116 53.2% 188 61.8% 6 46.2% 310 57.9%

73 33.5% 145 47.7% 2 15.4% 220 41.1%

43 19.7% 75 24.7% 2 15.4% 120 22.4%

43 19.7% 77 25.3% 1 7.7% 121 22.6%

8 3.7% 9 3.0% 0 0.0% 17 3.2%

218人 304人 13人 535人

ア.男性が育児・家事などに参加する
　 ことに対する男性自身の抵抗感を
 　なくすこと

イ.男性が育児・家事などに参加する
   ことに対する女性の抵抗感をなく
   すこと

ウ.夫婦や家族間でのコミュニケー
　 ションをよくはかること

エ.年配者やまわりの人が、夫婦の役
　 割分担などについての当事者の考
　 え方を尊重すること

オ.社会の中で、男性による育児・家
　 事などについても、その評価を高
   めること

カ.男性による育児・家事などについ
　 て、職場における上司や周囲の理
   解を進めること

【問８】 今後、男性が育児や介護、家事、地域活動に積極的に参加していくためには、どのようなことが
         必要だと思いますか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.労働時間の短縮や休暇制度、テレ
　 ワークなどの情報通信技術を利用
   した多様な働き方を普及すること
   で、仕事以外の時間をより多く持
   てるようにすること

ク.男性の育児・家事などについて、
　 啓発や情報提供、相談窓口の設
   置、技能の研修を行うこと

ケ.男性が育児・家事などを行うため
　 の、仲間作りやネットワーク作り
　 を進めること

コ.その他

割合の母数：アンケート回答者数
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　（１）育児

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

40 18.5% 35 11.6% 0 0.0% 75 14.1%

3 1.4% 25 8.3% 1 7.7% 29 5.5%

20 9.3% 1 0.3% 0 0.0% 21 4.0%

100 46.3% 161 53.3% 8 61.5% 269 50.7%

5 2.3% 49 16.2% 1 7.7% 55 10.4%

19 8.8% 3 1.0% 0 0.0% 22 4.1%

24 11.1% 16 5.3% 0 0.0% 40 7.5%

5 2.3% 12 4.0% 3 23.1% 20 3.8%

216 100% 302 100% 13 100% 531 100.0%

　（２）介護

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

16 7.4% 7 2.3% 0 0.0% 23 4.3%

2 0.9% 8 2.7% 0 0.0% 10 1.9%

7 3.2% 1 0.3% 0 0.0% 8 1.5%

136 62.7% 192 64.2% 10 76.9% 338 63.9%

19 8.8% 48 16.1% 0 0.0% 67 12.7%

10 4.6% 9 3.0% 0 0.0% 19 3.6%

23 10.6% 23 7.7% 0 0.0% 46 8.7%

4 1.8% 11 3.7% 3 23.1% 18 3.4%

217 100% 299 100% 13 100% 529 100%

性別無回答 合計

外部サービスは利用せず、
自分と配偶者で半分ずつ分担

【問９】 次の（1）から（3）の家庭で担われている役割について、あなたと配偶者でどのように分担したいと
         思いますか。保育所、訪問介護、家事代行などの外部サービスの利用も含め、あなたの気持ちに最も
　　　　 近い番号を選んでください。

外部サービスは利用せず、
自分の方が配偶者より多く分担

外部サービスは利用せず、
配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分と配偶者で半分ずつ
分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分の方が配偶者より
多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は配偶者の方が自分より
多く分担

わからない

男性 女性

性別無回答 合計

外部サービスは利用せず、
自分と配偶者で半分ずつ分担

外部サービスは利用せず、
自分の方が配偶者より多く分担

外部サービスは利用せず、
配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分と配偶者で半分ずつ
分担

無回答

合計

男性 女性

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分の方が配偶者より
多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は配偶者の方が自分より
多く分担

わからない

無回答

合計
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【問９】

　（３）育児・介護以外の家事

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

70 32.6% 80 26.6% 3 23.1% 153 28.9%

7 3.3% 39 13.0% 1 7.7% 47 8.9%

24 11.2% 0 0.0% 0 0.0% 24 4.5%

73 34.0% 110 36.5% 6 46.2% 189 35.7%

8 3.7% 33 11.0% 0 0.0% 41 7.8%

4 1.9% 5 1.7% 0 0.0% 9 1.7%

23 10.7% 23 7.6% 0 0.0% 46 8.7%

6 2.8% 11 3.7% 3 23.1% 20 3.8%

215 100% 301 100% 13 100% 529 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

76 34.9% 109 35.9% 3 23.1% 188 35.1%

95 43.6% 178 58.6% 6 46.2% 279 52.1%

86 39.4% 134 44.1% 2 15.4% 222 41.5%

99 45.4% 114 37.5% 5 38.5% 218 40.7%

28 12.8% 42 13.8% 0 0.0% 70 13.1%

68 31.2% 130 42.8% 1 7.7% 199 37.2%

81 37.2% 146 48.0% 3 23.1% 230 43.0%

218人 304人 13人 535人

性別無回答 合計

外部サービスは利用せず、
自分と配偶者で半分ずつ分担

外部サービスは利用せず、
自分の方が配偶者より多く分担

外部サービスは利用せず、
配偶者の方が自分より多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分と配偶者で半分ずつ
分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は自分の方が配偶者より
多く分担

外部サービスを利用しながら、
それ以外は配偶者の方が自分より
多く分担

わからない

男性 女性

ア.募集や採用

イ.賃金や昇給

ウ.昇進や昇格

エ.担当する仕事の内容や配置場所

オ.職場での研修や学習・資格取得の
　 機会

カ.結婚や出産（配偶者を含む）する
　 人への対応

無回答

合計

【問10】 あなたは、仕事や就職活動において、男女差があると感じていることがありますか。（複数選択可）
　　　　 （仕事や就職活動をしている、していないに関わらず、お答えください。）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.育児休業や介護休業を利用する人
　 への対応

割合の母数：アンケート回答者数
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

152 69.7% 247 81.3% 8 61.5% 407 76.1%

92 42.2% 167 54.9% 3 23.1% 262 49.0%

80 36.7% 123 40.5% 2 15.4% 205 38.3%

104 47.7% 188 61.8% 4 30.8% 296 55.3%

90 41.3% 141 46.4% 4 30.8% 235 43.9%

41 18.8% 59 19.4% 3 23.1% 103 19.3%

90 41.3% 150 49.3% 5 38.5% 245 45.8%

109 50.0% 183 60.2% 6 46.2% 298 55.7%

87 39.9% 158 52.0% 3 23.1% 248 46.4%

5 2.3% 7 2.3% 0 0.0% 12 2.2%

218人 304人 13人 535人

ア.保育所や放課後児童クラブなど、
　 こどもを預けられる環境の整備

イ.介護支援サービスの充実

ウ.家事・育児サービスの充実

エ.男性の家事や育児、介護参加への
　 理解・意識改革

オ.女性が働き続けることへの周囲の
　 理解・意識改革

カ.働き続けることへの女性自身の意
　 識改革

【問11】 あなたは、女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において
　　　　 必要なことは何だと思いますか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 総計

キ.男女双方の長時間労働の改善を含
　 めた働き方改革

ク.職場における育児・介護との両立
   支援制度の充実

ケ.短時間勤務制度や在宅勤務制度な
   どの充実

コ.その他

割合の母数：アンケート回答者数
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　（１）自治会・町内会の活動

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答 割合

62 28.4% 74 24.3% 2 15.4% 138 25.8%

57 26.1% 103 33.9% 3 23.1% 163 30.5%

24 11.0% 32 10.5% 2 15.4% 58 10.8%

72 33.0% 88 28.9% 5 38.5% 165 30.8%

3 1.4% 7 2.3% 1 7.7% 11 2.1%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（２）ＰＴＡやこども会の活動

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

18 8.3% 47 15.5% 0 0.0% 65 12.1%

18 8.3% 20 6.6% 2 15.4% 40 7.5%

51 23.4% 57 18.8% 1 7.7% 109 20.4%

120 55.0% 152 50.0% 7 53.8% 279 52.1%

11 5.0% 28 9.2% 3 23.1% 42 7.9%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（３）市民団体やボランティアなどの活動

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

19 8.7% 20 6.6% 0 0.0% 39 7.3%

5 2.3% 6 2.0% 1 7.7% 12 2.2%

77 35.3% 130 42.9% 4 30.8% 211 39.5%

109 50.0% 125 41.3% 5 38.5% 239 44.8%

8 3.7% 22 7.3% 3 23.1% 33 6.2%

218 100% 303 100% 13 100% 534 100%

男性 女性 無回答 合計

加入しており、 活動にも参加してい
る

【問12】 あなたは、現在、次の（1）から（3）の活動について、加入及び活動へ参加していますか。

男性 女性 性別無回答 合計

加入しており、 活動にも参加してい
る

加入しているが、活動には参加して
いない

加入しているが、活動には参加して
いない

加入していないが、 機会があれば
加入（活動に参加）したい

加入していないし、今後も加入（活
動に参加）したくない

無回答

合計

女性 性別無回答 合計

加入しており、 活動にも参加してい
る

加入しているが、活動には参加して
いない

加入していないが、 機会があれば
加入（活動に参加）したい

加入していないが、 機会があれば
加入（活動に参加）したい

加入していないし、今後も加入（活
動に参加）したくない

無回答

合計

男性

加入していないし、今後も加入（活
動に参加）したくない

無回答

合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

57 26.1% 58 19.1% 4 30.8% 119 22.2%

39 17.9% 81 26.6% 3 23.1% 123 23.0%

84 38.5% 93 30.6% 5 38.5% 182 34.0%

74 33.9% 105 34.5% 2 15.4% 181 33.8%

88 40.4% 105 34.5% 5 38.5% 198 37.0%

63 28.9% 90 29.6% 2 15.4% 155 29.0%

48 22.0% 84 27.6% 0 0.0% 132 24.7%

50 22.9% 72 23.7% 4 30.8% 126 23.6%

45 20.6% 65 21.4% 2 15.4% 112 20.9%

61 28.0% 83 27.3% 3 23.1% 147 27.5%

8 3.7% 17 5.6% 0 0.0% 25 4.7%

218人 304人 13人 535人

ア.仕事や家事と地域活動の両立に関
　 する情報を発信すること

イ.家事や育児を家庭内で分担し、地
　 域活動に参加できる時間をつくる
   こと

ウ.働き方改革を推進し、地域活動に
　 参加できる時間をつくること

エ.地域活動における防犯や防災、環
　 境の美化などの取組について情報
   発信し、地域活動に対する評価を
   高めること

オ.地域のお祭りやイベントなどの情
　 報を発信し、地域活動への関心を
　 高めること

カ.地域活動の内容やかかる経費につ
   いて明確にし、参加に当たっての
   不安感を減らすこと

【問13】 あなたは、多くの人たちの地域活動への参加を進めるためには、どのようなことが必要だと
　　　　 思いますか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.地域活動におけるデジタル化を進
　 め、参加に当たっての負担感を減
   らすこと

ク.性別や年齢、国籍などに関わらず
　 に参加できるよう、間口を広げる
   こと

ケ.地域活動を行える施設や場所を増
　 やすこと

コ.地域活動を行うための仲間作りや
   ネットワーク作りを進めること

サ.その他

割合の母数：アンケート回答者数
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　● 問13　[クロス集計]

　（１）自治会・町内会の活動

回答者 割合 回答者 割合 回答者 割合 回答者 割合

11 15.3% 15 17.0% 2 40.0% 28 17.0%

10 13.9% 16 18.2% 2 40.0% 28 17.0%

23 31.9% 25 28.4% 1 20.0% 49 29.7%

17 23.6% 23 26.1% 1 20.0% 41 24.8%

26 36.1% 30 34.1% 2 40.0% 58 35.2%

23 31.9% 27 30.7% 1 20.0% 51 30.9%

18 25.0% 24 27.3% 0 0.0% 42 25.5%

11 15.3% 16 18.2% 2 40.0% 29 17.6%

16 22.2% 20 22.7% 1 20.0% 37 22.4%

15 20.8% 19 21.6% 2 40.0% 36 21.8%

3 4.2% 6 6.8% 0 0.0% 9 5.5%

72人 88人 5人 165人

　　　問12で「加入していないし、今後も加入（活動に参加）したくない」を選択した回答者が、
　　　地域活動への参加者を増やすために必要だと思うこと（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.地域活動におけるデジタル化を進
　 め、参加に当たっての負担感を減
   らすこと

ク.性別や年齢、国籍などに関わらず
　 に参加できるよう、間口を広げる
　 こと

ケ.地域活動を行える施設や場所を増
   やすこと

コ.地域活動を行うための仲間作りや
   ネットワーク作りを進めること

サ.その他

 割合の母数：問12で「加入していないし
　　　　　　 今後もしたくない」と回答
           　した人数

ア.仕事や家事と地域活動の両立に関
　 する情報を発信すること

イ.家事や育児を家庭内で分担し、地
　 域活動に参加できる時間をつくる
   こと

ウ.働き方改革を推進し、地域活動に
　 参加できる時間をつくること

エ.地域活動における防犯や防災、環
　 境の美化などの取組について情報
   発信し、地域活動に対する評価を
   高めること

オ.地域のお祭りやイベントなどの情
　 報を発信し、地域活動への関心を
   高めること

カ.地域活動の内容やかかる経費につ
　 いて明確にし、参加に当たっての
   不安感を減らすこと

16



　● 問13　[クロス集計]

　（２）ＰＴＡやこども会の活動　　

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

28 23.3% 26 17.1% 4 57.1% 58 20.8%

19 15.8% 27 17.8% 3 42.9% 49 17.6%

45 37.5% 41 27.0% 2 28.6% 88 31.5%

40 33.3% 42 27.6% 1 14.3% 83 29.7%

45 37.5% 42 27.6% 4 57.1% 91 32.6%

42 35.0% 49 32.2% 2 28.6% 93 33.3%

27 22.5% 47 30.9% 0 0.0% 74 26.5%

28 23.3% 26 17.1% 3 42.9% 57 20.4%

24 20.0% 31 20.4% 1 14.3% 56 20.1%

30 25.0% 35 23.0% 2 28.6% 67 24.0%

6 5.0% 12 7.9% 0 0.0% 18 6.5%

120人 152人 7人 279人

ア.仕事や家事と地域活動の両立に関
　 する情報を発信すること

イ.家事や育児を家庭内で分担し、地
　 域活動に参加できる時間をつくる
   こと

ウ.働き方改革を推進し、地域活動に
　 参加できる時間をつくること

エ.地域活動における防犯や防災、環
　 境の美化などの取組について情報
   発信し、地域活動に対する評価を
   高めること

オ.地域のお祭りやイベントなどの情
　 報を発信し、地域活動への関心を
   高めること

カ.地域活動の内容やかかる経費につ
　 いて明確にし、参加に当たっての
   不安感を減らすこと

　　　問12で「加入していないし、今後も加入（活動に参加）したくない」を選択した回答者が、
　　　地域活動への参加者を増やすために必要だと思うこと（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 総計

キ.地域活動におけるデジタル化を進
　 め、参加に当たっての負担感を減
   らすこと

ク.性別や年齢、国籍などに関わらず
　 に参加できるよう、間口を広げる
　 こと

ケ.地域活動を行える施設や場所を増
   やすこと

コ.地域活動を行うための仲間作りや
   ネットワーク作りを進めること

サ.その他

 割合の母数：問12で「加入していないし
　　　　　　 今後もしたくない」と回答
           　した人数
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　● 問13　[クロス集計]

　（３）市民団体やボランティアなどの活動　　

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

21 19.3% 17 13.6% 3 60.0% 41 17.2%

14 12.8% 30 24.0% 3 60.0% 47 19.7%

42 38.5% 39 31.2% 1 20.0% 82 34.3%

30 27.5% 35 28.0% 0 0.0% 65 27.2%

32 29.4% 34 27.2% 3 60.0% 69 28.9%

33 30.3% 40 32.0% 2 40.0% 75 31.4%

26 23.9% 38 30.4% 0 0.0% 64 26.8%

19 17.4% 25 20.0% 1 20.0% 45 18.8%

15 13.8% 17 13.6% 1 20.0% 33 13.8%

21 19.3% 26 20.8% 1 20.0% 48 20.1%

8 7.3% 10 8.0% 0 0.0% 18 7.5%

109人 125人 5人 239人

　　　問12で「加入していないし、今後も加入（活動に参加）したくない」を選択した回答者が、
　　　地域活動への参加者を増やすために必要だと思うこと（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 総計

キ.地域活動におけるデジタル化を進
　 め、参加に当たっての負担感を減
   らすこと

ク.性別や年齢、国籍などに関わらず
　 に参加できるよう、間口を広げる
　 こと

ケ.地域活動を行える施設や場所を増
   やすこと

コ.地域活動を行うための仲間作りや
   ネットワーク作りを進めること

サ.その他

 割合の母数：問12で「加入していないし
　　　　　　 今後もしたくない」と回答
           　した人数

ア.仕事や家事と地域活動の両立に関
　 する情報を発信すること

イ.家事や育児を家庭内で分担し、地
　 域活動に参加できる時間をつくる
   こと

ウ.働き方改革を推進し、地域活動に
　 参加できる時間をつくること

エ.地域活動における防犯や防災、環
　 境の美化などの取組について情報
   発信し、地域活動に対する評価を
   高めること

オ.地域のお祭りやイベントなどの情
　 報を発信し、地域活動への関心を
   高めること

カ.地域活動の内容やかかる経費につ
　 いて明確にし、参加に当たっての
   不安感を減らすこと
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

4 1.8% 38 12.5% 1 7.7% 43 8.0%

206 94.5% 260 85.5% 10 76.9% 476 89.0%

8 3.7% 6 2.0% 2 15.4% 16 3.0%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

【問15】　問14で「ある」と答えた方におうかがいします。その時誰かに相談しましたか。

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

0 0.0% 13 34.2% 0 0.0% 13 30.2%

4 100% 14 36.8% 0 0.0% 18 41.9%

0 0.0% 11 28.9% 1 100% 12 27.9%

4 100% 38 100% 1 100% 43 100%

ある

ない

無回答

合計

男性

【問14】　配偶者またはパートナー（恋人など）から暴力（ＤＶ）を受けた経験がありますか。

男性 女性 性別無回答 合計

合計

女性 性別無回答 合計

相談した

相談したかったができなかった

相談したいと思わなかった
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

3 75.0% 3 12.0% 0 0.0% 6 20.0%

0 0.0% 9 36.0% 1 100% 10 33.3%

4 100% 12 48.0% 0 0.0% 16 53.3%

2 50.0% 4 16.0% 0 0.0% 6 20.0%

1 25.0% 3 12.0% 0 0.0% 4 13.3%

2 50.0% 13 52.0% 1 100% 16 53.3%

4 100% 8 32.0% 0 0.0% 12 40.0%

1 25.0% 1 4.0% 0 0.0% 2 6.7%

1 25.0% 6 24.0% 0 0.0% 7 23.3%

3 75.0% 7 28.0% 0 0.0% 10 33.3%

0 0.0% 5 20.0% 1 100% 6 20.0%

0 0.0% 2 8.0% 0 0.0% 2 6.7%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0% 1 4.0% 0 0.0% 1 3.3%

1 25.0% 5 20.0% 0 0.0% 6 20.0%

1 25.0% 3 12.0% 0 0.0% 4 13.3%

4人 25人 1人 30人

【問16】 問15で「相談したかったができなかった」「相談したいと思わなかった」と答えた方におうかがい
         します。どこにも相談しなかった、または相談できなかったのはなぜですか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.自分にも悪いところがあると思っ
   たから

ク.そのことについて思い出したくな
   かったから

ケ.仕返しが怖かったから（もっとひ
　 どい暴力や、性的な画像のばらま
　 きなど）

コ.世間体が悪いと思ったから

サ.他人（家族や友人等を含む）を巻
　 き込みたくなかったから

シ.他人（家族や友人等を含む）に知
　 られると、これまで通りのつき合
   い（仕事や学校などの人間関係）
   ができなくなると思ったから

ア.どこ（誰）に相談してよいのかわ
　 からなかったから

イ.恥ずかしくて誰にも言えなかった
　 から

ウ.相談しても無駄だと思ったから

エ.相談するほどのことではないと
   思ったから

オ.相談相手の言動によって不快な思
　 いをさせられると思ったから

カ.自分さえ我慢すれば、なんとかこ
   のままやっていけると思ったから

ス.自分が受けている行為が暴力とは
　 認識していなかったから

セ.相手の行為は愛情表現だと思った
　 から

ソ.別れるつもりがなかったから

タ.その他

割合の母数：問15で「相談したかったがで
　　　　　　きなかった」「相談したいと
　　　　　　思わなかった」と回答した
　　　　　　人数
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　（１）性的マイノリティ

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

43 19.7% 57 18.8% 0 0.0% 100 18.7%

75 34.4% 100 32.9% 3 23.1% 178 33.3%

64 29.4% 84 27.6% 4 30.8% 152 28.4%

32 14.7% 56 18.4% 4 30.8% 92 17.2%

4 1.8% 7 2.3% 2 15.4% 13 2.4%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（２）性的指向・ジェンダーアイデンティティ

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

34 15.6% 37 12.2% 0 0.0% 71 13.3%

59 27.1% 92 30.3% 4 30.8% 155 29.0%

81 37.2% 103 33.9% 3 23.1% 187 35.0%

39 17.9% 62 20.4% 4 30.8% 105 19.6%

5 2.3% 10 3.3% 2 15.4% 17 3.2%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

　（３）性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律

 （ＬＧＢＴ理解増進法）

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

22 10.1% 16 5.3% 0 0.0% 38 7.1%

50 22.9% 63 20.9% 1 7.7% 114 21.4%

84 38.5% 119 39.4% 4 30.8% 207 38.8%

57 26.1% 94 31.1% 6 46.2% 157 29.5%

5 2.3% 10 3.3% 2 15.4% 17 3.2%

218 100% 302 100% 13 100% 533 100%

男性 女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

【問17】 次の（1）から（3）の用語と内容について、どの程度ご存じでしたか。

男性 女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

内容はある程度知っている

内容はある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

聞いたことがない

無回答

合計

女性 性別無回答 合計

内容も含めて知っている

内容はある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

言葉は聞いたことがあるが、内容は
よく知らない

聞いたことがない

無回答

合計

男性

聞いたことがない

無回答

合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

92 42.4% 173 56.9% 6 46.2% 271 50.7%

54 24.9% 36 11.8% 0 0.0% 90 16.9%

16 7.4% 6 2.0% 0 0.0% 22 4.1%

47 21.7% 75 24.7% 4 30.8% 126 23.6%

8 3.7% 14 4.6% 3 23.1% 25 4.7%

217 100% 304 100% 13 100% 534 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

52 56.5% 86 49.7% 3 50.0% 141 52.0%

23 25.0% 42 24.3% 1 16.7% 66 24.4%

46 50.0% 95 54.9% 4 66.7% 145 53.5%

33 35.9% 76 43.9% 3 50.0% 112 41.3%

49 53.3% 99 57.2% 3 50.0% 151 55.7%

42 45.7% 71 41.0% 3 50.0% 116 42.8%

61 66.3% 112 64.7% 3 50.0% 176 64.9%

46 50.0% 107 61.8% 3 50.0% 156 57.6%

44 47.8% 107 61.8% 3 50.0% 154 56.8%

1 1.1% 2 1.2% 0 0.0% 3 1.1%

92人 173人 6人 271人

社会全体で理解を進めていくべき

理解を進める必要はあるが、現状の
取組のままでよい

特に理解を進める必要はない

わからない

無回答

【問18】 あなたは、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する理解の増進について
　　　　 どのように考えていますか。

男性 女性 性別無回答 合計

ア.行政において、理解を深めるため
　 の情報を発信すること

イ.行政において、理解を深めるため
   の研修や講演会を開催すること

ウ.行政において、性的マイノリティ
　 の人たちの様々な問題に対応する
   相談体制を整備すること

エ.働く場において、理解を深めるた
　 めの情報の提供や研修を行うこと

オ.働く場において、性的指向及び
　 ジェンダーアイデンティティに関
   するハラスメントを防止すること

カ.働く場において、労働者が相談で
　 きる体制を整備すること

合計

【問19】 問18で「社会全体で理解を進めていくべき」と答えた方におうかがいします。あなたは、性的指向
　　　　 及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する理解の増進のためには、どのようなことが必要
　　　　 だと思いますか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

キ.学校において、理解を深めるため
　 の教育や啓発を行うこと

ク.学校において、児童生徒が相談で
　 きる体制を整備すること

ケ.学校における、トイレの改修や制服
　 の自由化等、多様な児童生徒が安心
 　して学習できる教育環境を整備する
　 こと

コ.その他

割合の母数：問18で「社会全体で理解を進
　　　　　　めていくべき」と回答した
　　　　　　人数
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

125 57.3% 176 57.9% 4 30.8% 305 57.0%

60 27.5% 94 30.9% 5 38.5% 159 29.7%

6 2.8% 3 1.0% 0 0.0% 9 1.7%

6 2.8% 4 1.3% 1 7.7% 11 2.1%

10 4.6% 17 5.6% 0 0.0% 27 5.0%

11 5.0% 10 3.3% 3 23.1% 24 4.5%

218 100% 304 100% 13 100% 535 100%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

73 33.5% 84 27.6% 3 23.1% 160 29.9%

81 37.2% 98 32.2% 0 0.0% 179 33.5%

67 30.7% 65 21.4% 4 30.8% 136 25.4%

75 34.4% 101 33.2% 5 38.5% 181 33.8%

111 50.9% 153 50.3% 5 38.5% 269 50.3%

170 78.0% 257 84.5% 6 46.2% 433 80.9%

110 50.5% 156 51.3% 7 53.8% 273 51.0%

85 39.0% 105 34.5% 3 23.1% 193 36.1%

1 0.5% 5 1.6% 0 0.0% 6 1.1%

218人 304人 13人 535人

男性 女性 性別無回答 合計

必要がある

【問20】 あなたは、防災や災害対策の分野において、性別に配慮した対応が必要だと思いますか。

【問21】 あなたは、性別に配慮した防災・災害対策・復興のためには、どのようなことが必要だと思いますか。
　　　　（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

どちらかといえば必要がある

どちらかといえば必要ない

必要ない

わからない

無回答

合計

ケ.その他

割合の母数：アンケート回答者数

ア.消防団や自主防災組織の女性メン
　 バーを増やし、女性の参画を促進
 　すること

イ.平常時から性別に配慮した防災訓
　 練を行うこと

ウ.災害時に対応できるよう、平常時
　 から自治会・町内会の女性役員を
   増やすこと

エ.災害発生直後から、市の女性職員
　 も現場対応に参加すること

オ.避難所の設置や運営について決め
　 る場に女性の参画を促すこと

カ.更衣室やプライバシーの確保な
　 ど、性別に配慮した避難所運営を
 　行うこと

キ.避難所でのリーダーや炊き出しな
　 どの役割を、性別で固定せずに分
 　担すること

ク.防災や復興の政策・方針を決める
　 過程への女性参画を促すこと
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

80 36.7% 82 27.0% 2 15.4% 164 30.7%

82 37.6% 119 39.1% 3 23.1% 204 38.1%

66 30.3% 91 29.9% 1 7.7% 158 29.5%

64 29.4% 99 32.6% 2 15.4% 165 30.8%

47 21.6% 72 23.7% 1 7.7% 120 22.4%

95 43.6% 192 63.2% 2 15.4% 289 54.0%

47 21.6% 59 19.4% 2 15.4% 108 20.2%

74 33.9% 133 43.8% 2 15.4% 209 39.1%

115 52.8% 196 64.5% 2 15.4% 313 58.5%

95 43.6% 175 57.6% 2 15.4% 272 50.8%

46 21.1% 51 16.8% 1 7.7% 98 18.3%

49 22.5% 81 26.6% 1 7.7% 131 24.5%

3 1.4% 11 3.6% 0 0.0% 14 2.6%

9 4.1% 4 1.3% 10 76.9% 23 4.3%

218人 304人 13人 535人

【問22】　男女共同参画社会を実現するために、あなたは、行政がどのようなことに力を入れるべきだと
　　　　　思いますか。（複数回答可）

男性 女性 性別無回答 合計

ス.その他

無回答

割合の母数：アンケート回答者数

キ.男女の平等と相互の理解や協力に
　 ついて学習機会を充実すること

ク.労働時間の短縮や在宅勤務の普及
　 など男女共に働き方の見直しを進
   めること

ケ.育児や介護中であっても仕事が続
　 けられるよう支援すること

コ.育児や介護などでいったん仕事を
　 辞めた人の再就職を支援すること

サ.男女の平等と相互の理解や協力に
　 ついて広報・ＰＲすること

シ.配偶者やパートナーからの暴力の
　 根絶に向けた取組を進めること

ア.法律や条例、制度の面で見直しを
   行うこと

イ.国や地方公共団体の審議会委員や
　 管理職など、政策決定の場に女性
 　を積極的に登用すること

ウ.民間企業や団体などの管理職に女
　 性の登用が進むよう支援すること

エ.女性や男性の生き方や悩みに関す
　 る相談の場を提供すること

オ.研究者など、従来、女性が少な
　 かった分野への女性の進出を支援
   すること

カ.保育の施設やサービス、高齢者や
　 病人の施設や介護サービスを充実
 　すること
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